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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】改善した効率を達成するファンインサートを提
供する。
【解決手段】ファンアセンブリは、モータアセンブリに
連結されるエンドブラケットを包含する。エンドブラケ
ットは、開口により中断されている周方向通路を包含す
る。複数のブレードを包含するファンが、設けられてい
る。シュラウドが、ファンを少なくとも部分的に取り囲
み、室を画定する。エンドブラケットの一体部分とする
ことができる又は一体部分としないこともできるインサ
ートが、室の中に収容されている。インサートは、周方
向ランプを包含する。周方向ランプは、空気流れの効率
を改善するために、周方向通路を周方向通路に変化する
内部断面積を備えている通路とするような形状とされて
いる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ファンアセンブリにおいて、
　モータアセンブリに連結するエンドブラケットであって、開口により中断されている周
方向通路を包含するエンドブラケットと、
　複数のブレードを包含する、少なくともひとつのファンと、
　前記ファンを少なくとも部分的に取り囲んで、室を画定するシュラウドと、
　前記室に収容されているインサートであって、前記室に収容されている周方向ランプを
包含するインサートと、
　を包含し、前記周方向ランプが前記周方向通路を周方向に変化する断面積を備えている
通路とするような形状とされているファンアセンブリ。
【請求項２】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、前記周方向ランプが傾斜表面を包含すると
共に、前記室が底部表面を包含し、前記周方向ランプの傾斜表面が前記室の底部方面に関
して角度を付けて配設されているファンアセンブリ。
【請求項３】
　請求項２記載のファンアセンブリにおいて、前記角度が周方向に一定であるファンアセ
ンブリ。
【請求項４】
　請求項２記載のファンアセンブリにおいて、前記角度が周方向の位置に依存して変化す
るファンアセンブリ。
【請求項５】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、前記インサートが前記ファンと前記エンド
ブラケットとの間に配設されているファンアセンブリ。
【請求項６】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、前記周方向ランプが前記室の全周に延びて
いないで隙間を画定し、前記隙間が前記開口に周方向において整列されているファンアセ
ンブリ。
【請求項７】
　請求項６記載のファンアセンブリにおいて、前記周方向通路が底部表面を包含し、また
前記周方向ランプが上方端及び下方端を包含し、更に前記開口が第１の端及び第２の端を
有し、前記上方端が前記下方端よりも前記底部表面から遠く離れており、かつ前記上方端
が前記第１の端の近くに位置させられていると共に、前記下方端が前記第２の端の近くに
位置させられているファンアセンブリ。
【請求項８】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、前記周方向通路が少なくともひとつのタブ
を包含すると共に、前記インサートが前記タブを受け入れるようにした少なくともひとつ
のスロットを包含し、これにより前記インサートを前記室内に位置決めしているファンア
センブリ。
【請求項９】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、更に、ホーンを包含し、前記ホーンが前記
開口で終わっていると共に前記周方向通路に関して前記開口から接線方向に突出している
ファンアセンブリ。
【請求項１０】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、前記断面積が流れの方向において周方向に
増大しているファンアセンブリ。
【請求項１１】
　請求項１記載のファンアセンブリにおいて、更に、前記モータアセンブリから延びてい
る回転可能なシャフトと、前記エンドブラケットにより担持されていると共に前記回転可
能なシャフトを受け入れている軸受と、前記軸受と前記エンドブラケットとの間に配設さ
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れているシールとを包含しているファンアセンブリ。
【請求項１２】
　ファンアセンブリにおいて、
　大略円筒形でかつ中央軸線を有する単一体のエンドブラケット及びインサートであって
、前記インサートが前記中央軸線に関してらせんの配向で配設されている周方向ランプを
包含している単一体のエンドブラケット及びインサートと、
　前記エンドブラケットに連結されていると共に前記エンドブラケットとの間に室を画定
しているシュラウドと、
　シャフトにより選択的に回転可能であるファンであって、前記室の中に配設され、前記
周方向ランプに沿って付勢される空気の流れを発生せしめるファンと、
　を包含しているファンアセンブリ。
【請求項１３】
　請求項１２記載のファンアセンブリにおいて、前記単一体のエンドブラケット及びイン
サートが前記ファンに隣接して配設されているファンアセンブリ。
【請求項１４】
　請求項１２記載のファンアセンブリにおいて、前記単一体のエンドブラケット及びイン
サートが円形であると共に前記中央軸線から半径方向に突出している面壁を包含し、前記
周方向ランプが前記面壁の半径方向外側縁上に配設されているファンアセンブリ。
【請求項１５】
　請求項１２記載のファンアセンブリにおいて、前記周方向ランプが第１の端及び第２の
端を包含し、前記第１の端が第２の端よりも前記ファンから遠く離れて配設されているフ
ァンアセンブリ。
【請求項１６】
　請求項１５記載のファンアセンブリにおいて、前記第１の端と前記第２の端との間の周
方向距離が隙間を画定し、前記隙間が前記通路の前記開口に整列されているファンアセン
ブリ。
【請求項１７】
　請求項１５記載のファンアセンブリにおいて、前記単一体のエンドブラケット及びイン
サートが更にホーンを包含し、前記ホーンが前記周方向ランプに連通して整列させられ、
前記ホーンが前記周方向ランプから接線方向に突出しているファンアセンブリ。
【請求項１８】
　請求項１７記載のファンアセンブリにおいて、前記シュラウドが前記ファンの回転によ
り空気を吸い込む入口を有し、前記空気は前記周方向ランプに沿って排出されて前記ホー
ンの外へ排出されるようにしたファンアセンブリ。
【請求項１９】
　請求項１２記載のファンアセンブリにおいて、更に、前記単一体のエンドブラケット及
びインサートにより担持されていると共に前記回転可能なシャフトを受け入れている軸受
と、前記軸受と前記単一体のエンドブラケット及びインサートとの間に配設されているシ
ールとを包含しているファンアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般には、モータアセンブリに関する。詳細には、本発明はモータ効率及び
空気の流れ特性を増大せしめる、シュラウド付きファン－モータアセンブリ用のファンイ
ンサートに関する。より詳細には、本発明はファンのエンドブラケットとシュラウドとに
より作った空所に収容されると共に既存の設計に適合可能であるインサートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タンゼンシャルバイパスを用いる真空モータは、多くの適用、幾つかの例を挙げれば、
真空マニピュレータ、包装設備、袋の充填、切断テーブル、電気器具、及び排出空気の取
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除きにおいて用いられている。このような真空モータは、一般に、軸線のまわりを回転す
るモータ駆動のファンを取り囲む円筒形は又はシュラウドを包含する。空気は、ファンの
上方におけるハウジングの頂部中央の軸線方向穴を通してハウジングの中に吸い込まれる
。ファンが回転すると、空気が周囲かつ半径方向外向きの方向へ加速される。ハウジング
は、軸線方向穴と反対側のファンの側に位置している出口を包含する。この出口は、ハウ
ジングの半径方向外側縁上に接線方向に配設されている大略円筒形の開口であり、その結
果、ハウジングの半径方向外側縁に沿って接線方向へ進む空気は出口を通して接線方向へ
排出される。このようなファンは、効率が良く、また、薄いファン－モータアセンブリを
要求する装置にこれらのファンを取り付けるのを可能にする小さな外形を有している。
【０００３】
　多くのファン設計にとって同じであるように、効率は重要な関心ごとである。しかしな
がら、現在のハウジング設計は空気流れをハウジング内の空気流れの最大効率の通路に向
けるようにしていない。より詳細には、空気が回転ファンから排出される場所から空気が
出口を去る場所までの空気流れの通路が制御されていないことにより、好ましくない乱流
及び死区域が発生すると考えられている。ファンは、空気に接線速度を与えることにより
空気に著しい運動エネルギを生じせしめる。空気は、運動エネルギを圧力に変換して戻す
ために制御した方法で減速しなければならない。断面積の急激な変化は渦及び乱流を生じ
せしめ、これらの渦及び乱流は運動エネルギをその圧力に回復させないで熱として放散せ
しめる。モータ／ファンアセンブリにより生じた総圧力（又は真空）は、したがって、空
気が制御されないでファンを出ることを許すことにより悪い影響を受ける。したがって、
より大きなファン効率を達成するためには空気流れをより良好に制御する必要がある。更
に、このような改善は、新規のファンアセンブリに適用できるのみにならず、すでに設置
されているファンアセンブリにも適用できるような形態でなければならない。なぜなら、
製造業者はすでに所有している成形機械設備を変更することを望まないからである。
【０００４】
　したがって、当分野において、タンゼンシャルバイパスを用いる真空モータのファンハ
ウジングに取り付けることができるインサートであって、空気流れを制御して効率を増大
せしめるインサートが必要であることが存在している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したことに鑑み、本発明の目的は改善した効率を達成するファンインサートを提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様によれば、ファンアセンブリにおいて、
　モータアセンブリに連結するエンドブラケットであって、開口により中断されている周
方向通路を包含するエンドブラケットと、
　複数のブレードを包含する、少なくともひとつのファンと、
　前記ファンを少なくとも部分的に取り囲んで、室を画定するシュラウドと、
　前記室に収容されているインサートであって、前記室に収容されている周方向ランプを
包含するインサートと、
　を包含し、前記周方向ランプが前記周方向通路を周方向に変化する断面積を備えている
通路とするような形状とされているファンアセンブリが提供される。
【０００７】
　本発明の他の態様によれば、ファンアセンブリにおいて、
　大略円筒形でかつ中央軸線を有する単一体のエンドブラケット及びインサートであって
、前記インサートが前記中央軸線に関してらせんの配向で配設されている周方向ランプを
包含している単一体のエンドブラケット及びインサートと、
　前記エンドブラケットに連結されていると共に前記エンドブラケットとの間に室を画定
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しているシュラウドと、
　シャフトにより選択的に回転可能であるファンであって、前記室の中に配設され、前記
周方向ランプに沿って付勢される空気の流れを発生せしめるファンと、
　を包含しているファンアセンブリが提供される。
【０００８】
　本発明の目的、技術及び構成を完全に理解するために、下記の詳細な説明及び添付図面
が次に参照される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　添付図面に符号８０により総括的に示されている、本発明の概念によるファンインサー
トは、添付図面に符号１０により総括的に示されているモータ／ファンアセンブリと関連
して用いられる。インサート８０は多数の他の同様な構成のモータ／ファンアセンブリと
関連して用いることができるので、インサート８０と直接に関連するファン／モータアセ
ンブリの部品以外の部品については一般的な説明のみを以下に述べるものとする。
【００１０】
　図１及び図２に最も良く示されているように、本発明のモータ／ファンアセンブリ１０
はモータサブアセンブリ１１とファンサブアセンブリ１２とを包含する。符号２１により
総括的に示されていると共に後で詳細に説明されるファンエンドブラケットを除いて、モ
ータサブアセンブリ１１は任意適当な一般的な構成とすることができることを認識すべき
である。ひとつの特定の実施例において、モータサブアセンブリ１１はハウジング１３を
包含する。ハウジング１３は同心的に配置した軸受１４を担持することができ、軸受１４
はその中にシャフト１５を受け入れる。シャフト１５は、その外周に電機子１６及び整流
子１７を支持する。シャフト１５は更に冷却ファン１８を担持し、冷却ファン１８はシャ
フト１５の、ファンサブアセンブリ１２と反対側の端に配設されている。冷却ファン１８
は内部モータ部品を横切る空気の流れを生じせしめ、熱の放散を助長せしめる。モータサ
ブアセンブリは、更に、複数の磁界コイル１９及び複数のブラシ２０を包含する。当分野
において知られているように、これらのモータ部品はシャフト１５を選択的に回転させる
ことを生じせしめるように相互作用する。後述するように、シャフト１５はファンサブア
センブリの作動部品を駆動せしめる。
【００１１】
　一実施例において、エンドブラケット２１はモータサブアセンブリ１１の、ハウジング
１３と反対側の端に設けられている。エンドブラケット２１は、大略円形とすることがで
き、そしてファン部品をモータサブアセンブリに連結することを可能にするために設けら
れる。追加的に、エンドブラケット２１は、ファンサブアセンブリ１２により発生した空
気流れがモータサブアセンブリ１１からの空気又は他の物質により汚染されないようにシ
ャフト１５のまわりを密封することにより、モータサブアセンブリ１１をファンサブアセ
ンブリ１２から分離せしめる。エンドブラケット２１には、複数の耳又はノッチ２３を設
けることができ、これらの耳又はノッチ２３によって関連する装置をそのための選択した
位置に最終使用製作者によって固定することができる。エンドブラケット２１は、その半
径方向外側表面を画定する外側フランジ２４を包含する。外側フランジ２４には、このフ
ランジ２４から半径方向にかつこの外側フランジ２４の周まわりに突出する隆起肩部２５
を設けることができる。隆起肩部２５はストッパとして設けられ、このストッパに対して
シュラウド２６のリムが着座される。この方法により、シュラウド２６は外側フランジ２
４のまわりに受け止められて、ほぼ気密のシールを形成する。後で詳細に述べるように、
シュラウド２６は、エンドブラケット２１と協同して、幾つかのファン作動部品を受け入
れる第１の室２７を形成する。
【００１２】
　エンドブラケット２１には、更に、内側板２８が設けられ、内側板２８は大略円形であ
ると共に半径方向に延びて、第１の室２７に面する。内側板２８は、その半径方向外側縁
が内側フランジ２９で終わっており、内側フランジ２９は内側板２８から垂直に延びてい
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る。内側フランジ２９は、また、内側板２８を越えて延びており、また、後述するように
インサート８０を支持することができる肩部３０を包含する。内側フランジ２９及び外側
フランジ２４は、周方向通路３１の２つのほぼ対向した外側壁を形成する。
【００１３】
　通路３１は、環状の形状とされて、底部表面３２とフランジ２４及び２９により画定さ
れた両側壁とを備えている大略Ｕ字形の断面を有する。一対のわん曲縁３３を、底部表面
３２とフランジ２４及び２９との間の移行部に設けることができる。内側板２８は、また
、この内側板２８を貫通しているシャフト穴３３を包含する。通路３１は、その外周の一
部分にわたって中断されて、開口４１（図４に最も良く見られる）内に延びている。開口
４１は接線ホーン４２により形成され、接線ホーン４２はエンドブラケット２１と一体成
形することができ又はエンドブラケット２１と別個に作ってエンドブラケット２１から延
びるように取り付けることができる。ホーン４２は、好適には、外側フランジ２４を越え
て延びて管状部分４３で終わり、管状部分４３はファンサブアセンブリ１２を通して駆動
される作動空気のための放出ホースを受け入れることができる。
【００１４】
　内側フランジ２９及び内側板２８はファンサブアセンブリ１２とモータサブアセンブリ
１１との間の共通壁として働き、この共通壁を貫通して共通シャフト１５が延びて、上述
したモータ作動部品に作動的に連結される。したがって、モータサブアセンブリ１１に面
する支持リング４５がシャフト穴３３まわりの内側板２８の中心部に設けられ、支持リン
グ４５及びシャフト穴３３の両方はその中に軸受４６を受け入れるようにしている。軸受
４６は、その中で回転するシャフト１５を受け入れて支持するようにしている。支持リン
グ４５は、また、内側板２８から軸方向へ延びて、ボス４７を画定し、ボス４７は第１の
室２７内に延びている。ファンサブアセンブリを通過する空気の汚染を防止するために、
シール４８を軸受４６と支持リング４５及び／又はボス４７との間に設けることができる
。シール４８は、任意の形とすることができる。実際に、このようなシールは米国特許第
５，４８２，３７８及び第６，４７２，７８６号明細書の教示を利用しており、これらの
両米国特許は参照として記載されている。
【００１５】
　ファンエンドブラケット２１には、更に、複数のアライメントタブ５０が設けられてお
り、これらのアライメントタブ５０は周方向に間隔を置いていると共に外側フランジ２４
から通路３１内へ半径方向内向きに延びている。更に、内側板２８には複数の穴５１を設
けることができ、これらの穴５１の各々は固定手段を受け入れるにしている。本実施例に
おいて、固定手段はねじ５２として示されている。しかし、他の固定手段、例えばリベッ
ト、接着剤、スナップ金具、クリップ、変形可能なタブ、及び摩擦結合を用いることがで
きる。後で一層十分に説明されるように、タブ５０及び穴５１は、インサート８０を第１
の室２７内に整列せしめて固定するために設けられている。
【００１６】
　シュラウド２６には、シャフト１５と実質的に同心のポート６０が設けられている。こ
のポート６０は、作動空気がファンサブアセンブリ１２に入るのを可能にするために設け
られている。シュラウド２６は少なくともひとつ又は複数の回転遠心ファン６１を取り囲
み、ファン６１は軸受４６に接近している。このファン６１は、ディスク６３に取り付け
られた複数の半径方向の比較的短いブレード６２から成っている。ディスク６３は、ファ
ン６１をシャフト１５に取り付けることを可能にする中央穴を有する。ディスク６３は、
半径方向外向きに延びている複数のブレード６５を有する第１の遠心作動空気ファン６４
に当接して、この作動ファン６４と一緒に回転する。ブレード６５はディスク６６とリン
グ９９との間に保持され、ディスク６６は第１の作動ファン６４をシャフト１５に取り付
けることを可能にする中央穴を有する。リング９９は、このリング９９を貫通して延びて
いる空気流れ穴１００を有する。空気シール構成が用いられている場合には、上記米国特
許５，４８２，３７８号明細書に開示されているように、それから、ディスク６６にはシ
ャフトに関して周方向に間隔を置いているひとつ又はそれ以上の穴を設けることができる
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。これらの穴は、水分が作動空気流れ中に吸い込まれて排出されるように水分を軸受４６
から吸い取る働きをする。
【００１７】
　図示した実施例において、シュラウド２６は、ファン６１及び６４のみならず、作動空
気をファンサブアセンブリ１２内に吸い込む追加のファンを取り囲む。この多段式の実施
例は、シュラウド２６の半径方向外側壁から半径方向内向きに延びている分割壁６７を備
えているシュラウド２６を提供することにより可能である。分割壁６７には、作動ファン
６４の空気流れ穴１００内に通じる開口６８が設けられている。この方法により、分割壁
６７はファンサブアセンブリの内部を第１の室２７と第２の室６９とに分離する。分割壁
６７は、開口６８の半径方向外側において、中間“固定ファン”７１の、半径方向に延び
ている固定ブレード７０を支持する。第２の遠心作動ファン７２は、ポート６０に近接し
て設けられていると共に、半径方向に延びている複数のブレード７３を包含する。これら
のブレード７３は、ディスク７４とリング１０４との間に担持されている。ディスク７４
は、ファン７２をシャフト１５に取り付けることを可能にする中央穴を有する。リング１
０４は、シュラウド２６のポート６０と実質的に同心のアイ１０６を有する。多段式ファ
ンが本実施例において示されているけれども、後述するインサートは単段式のファン、又
は空気を軸方向に受け入れ、それから空気を接線方向へ排出せしめる、若しくはその逆と
する任意の構成と一緒に用いることができることを認識されよう。
【００１８】
　本実施例において、上述した複数のファン６１，６４，７２は、互いに間隔を置いてい
ると共に、複数の要素によりシャフト１５に連結されている。すなわち、第１のスペーサ
７５が支持リング４５のシャフト穴３３を貫通して内向きに延びて、軸受４６の内側レー
スに当接している。第１のスペーサ７５は、大略Ｌ字形の断面を有することができ、これ
により、拡大した横表面を提供し、この横表面に対してファン６１のディスク６３が当接
することができる。作動空気ファン６４と７２との間には第２のスペーサ７６が設けられ
、第２のスペーサ７６はシャフト１５のまわりに嵌合されている。第２のスペーサ７６は
、半径方向断面において、大略鼓形の形状を有することができる。ナット７７をシャフト
１５の端に取り付けることができ、ナット７７はワッシャ７８に対して締め付けられ、そ
れからワッシャ７８がファン７２のディスク７４に当接する。これは、それから、軸受４
６の内側のレース、第１のスペーサ７５、第２のスペーサ７６、ファン６１，６４，７２
及びワッシャ７８を一緒にクランプし、その結果、これらのすべては、シャフト１５がモ
ータサブアセンブリ１１により駆動させられると、シャフト１５と一緒にひとつのユニッ
トとして回転する。
【００１９】
　以上述べた構成において、シャフト１５が回転すると、空気がポート６０を通して第２
の室６９内に吸い込まれる。より詳細には、第２の作動空気ファン７２が回転するにした
がって、空気がアイ１０６を通して吸い込まれ、ブレード７３により半径方向外向きに付
勢される。空気がブレード７３を過ぎて半径方向外向きに放出されると、固定ファン７１
のブレード７０が空気を開口６８に向かって半径方向内向きに向かわせる。図２から明ら
かなように、開口６８は空気流れ穴１００を通して空気流れを第１の室２７内に向かわせ
る。ファン６４が回転するにしたがって、ブレード６５は空気を半径方向外向きに付勢せ
しめる。ブレード６５から半径方向へ放出された空気流れは、半径方向及び接線方向の２
つの成分を有する。換言すれば、空気粒子は半径方向外向きに進み、同時にファン６４と
一緒に回る。したがって、空気がファン６４を出るときに、もしファン６４が反時計方向
（本実施例においては反時計方向としている）へ進む場合には、空気は対応して室２７及
び通路３１のまわりの反時計方向の周方向へ進む。外側大気と第１の室２７の間の圧力差
のために、空気は開口４１を通して室２７及び通路３１を出る。したがって、上述したよ
うに、空気はシャフト１５の回転によりポート６０に吸い込まれ、それから管状部分４３
から吐出される。このようなシステムは、特に一般の家電器具の真空に有益であるけれど
も、しかし、また、多くの他の分野における適用を見出すことができるものである。上述
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した設計は多くの適用のために適当に作用するけれども、常に存在する要望は、このよう
な装置の効率を増大せしめることにある。特に、通路３１内の空気流れは前記背景技術の
欄で述べたように効率の損失をもたらすことがわかっている。効率を増大せしめるために
、空気流れがファン６４を出た後に、空気流れを誘導するインサート８０が設けられてい
る。インサート８０は、モータ／ファンアセンブリに予め取り付けることができるし、又
は、そのコンパクトで簡単な設計のために、売買後の仕様で取り付けることもできる。あ
るいは、インサート８０とエンドブラケット２１とは単一のピースとして形成し、上述し
た別々のインサート８０及びエンドブラケット２１とほとんど同じ方法でモータサブアセ
ンブリ及びファンサブアセンブリと組み合うようにすることができる。インサート８０が
別個のピースとして又はエンドブラケット２１と一体構造の単一のピースとして作られる
かどうかにかかわらず、シール４８又はそれと同等の手段が、水分が軸受４６から遠ざけ
られることを保証するために設けられている。
【００２０】
　インサート８０は、大略カップの形状とされていると共に、面壁８１を包含し、この面
壁８１はディスクの形状とされてシャフト１５のまわりに中心を置かれている。
【００２１】
　面壁８１は、取り付けられたときに、内側板２８の大きさに合って内側板２８を覆うよ
うな大きさとされている。テーパボス８２が設けられ、このテーパボス８２はその下側に
ボス４７をはめ込むのを可能にするように隆起されている。テーパボス８２は、面壁８１
の同心中心部からファン６４に向かって突出していると共に、穴８３を包含し、この穴８
３はシャフト１５がこの穴８３を貫通して突出することを可能にする。面壁８１は、更に
、複数の座ぐり穴８４を包含し、これらの座ぐり穴８４の各々は各座ぐり穴８４を通して
ねじ５２を受け入れるようにしている。組み立てられたときに、ねじ５２のねじ切りした
部分は面壁８１を貫通して、内側板２８に設けられている穴５１内に突出する。更に、ね
じ５２の頭部は穴８４の座ぐり部分内に受け入れられ、その結果、面壁８１の表面上に延
びているねじ５２の部分はない。この方法により、ねじ５２が締め付けられると、インサ
ート８０はエンドブラケット２１に固定される。
【００２２】
　面壁８１は周方向フランジ８５で終わっており、この周方向フランジ８５は面壁８１の
半径方向縁からエンドブラケット２１に向かって軸方向内向きに延びている。周方向フラ
ンジ８５は、内側フランジ２９のまわりに適合するような大きさとされている。周方向付
８５の半径方向外側表面には、ランプ８６が設けられている。このランプ８６は、通路３
１内に受け入れられるようにされていると共に、徐々に周方向に変化する深さを画定する
ような形状とされている。この目的のために、ランプ８６は角度を付けた傾斜壁８７を包
含し、この傾斜壁８７は周方向フランジ８５からエンドブラケット２１の外側フランジ２
４に向かって半径方向へ延びている。傾斜壁８７は、通路３１の底部表面３２に関して斜
めに設けられており、その結果、傾斜壁８７が面壁８１のまわりに設けられると、傾斜壁
８７は上方端８８及び下方端８９を画定する。別の方法として、傾斜壁８７は面壁８１の
まわりにらせん状に設けられる。上方端８８は、通路３１の底部表面３２に近接している
下方端８９と比較して通路３１の底部表面３２から相当遠く離れるように設けられている
。本実施例において、下方端８９は底部表面３２と大体同一の平面である。本実施例は底
部表面３２に関して一定の角度を有する傾斜壁８７を開示しているけれども、この開示は
このような実施例に限定されるものでないことを認識すべきである。すなわち、相対角度
は直線又は対数態様で周方向に変化することができる。
【００２３】
　傾斜壁８７は、更に、通路３１内に終わっている一対のレッグにより支持されている。
すなわち、内側レッグ９０が傾斜壁８７の半径方向内側縁に設けられて通路３１の底部表
面３２に向かって軸方向に延びている。更に、外側レッグ９１が傾斜壁８７の半径方向外
側縁に設けられて通路３１の底部表面に向かって延びている。各レッグにはわん曲端９２
が設けられ、これらのわん曲端９２は通路３１のわん曲コーナ部と大体一致するようにさ
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れている。図６から明らかであるように、レッグ９０及び９１の高さは周方向に変化する
。より詳細には、傾斜壁８７が底部表面３２に接近して配置されている部分では、レッグ
９０及び９１の高さは対応して低く、逆に、傾斜壁８７が底部表面３２から遠く離れて配
置されている部分では、レッグ９０及び９１の高さは対応して高い。
【００２４】
　上方端８８の付近には終末壁９３が設けられ、この終末壁９３は傾斜壁８７から通路３
１の底部表面３２に向かって下向き延びている。適当に整列させられたときに、終末壁９
３はホーン４２とほぼ平行な角度で配置することができる。インサート８０の適当な位置
決めを適当に整列して維持するために、外側レッグ９１は複数のスロット９４を包含し、
これらのスロット９４はエンドブラケット２１のタブ５０を滑動可能に受け入れるように
している。最後に、インサート８０は傾斜壁８７の半径方向外側縁に沿って一定距離延び
ている突出物９５を包含し、この突出物９５は上方端８８で始まって周方向に延びている
。突出物９５は、ランプの上方端における断面を制限する。これは空気排出ファン６４の
減速を制御することを助け、また、シュラウドを通して旋回するように連続するというよ
りも、空気をホーン４２を通して排出せしめるためにランプの底部により多く誘導せしめ
るのを助ける。
【００２５】
　図５Ａから明らかのように、テーパランプ８６は通路３１の全周に延びていない。テー
パランプ８６が適当に取り付けられたときに、テーパランプ８６のこの中断部は通路３１
の中断部と整列させられる。換言すれば、終末壁９３は開口４１の第１の端１０８の近く
に位置させられると共に、傾斜壁８７の底部端８９は開口４１の第２の端１０９の近くに
位置させられる。このようにして、インサート８０はエンドブラケット２１に固定され、
正確に位置させられたときに、周方向位置の関数として通路３１の形状及び断面積を変化
せしめる。
【００２６】
　シャフト１５が回転すると、したがって、作動空気ファン６４を駆動せしめると、ブレ
ード６５から推進させられた空気はエンドブラケット２１の開口４１へ一層効率良く向け
られる。より詳細には、インサート８０が本実施例において示されているように取り付け
られたときに、反時計方向において、通路３１の有効断面積は上方端８８から始まって徐
々に増大する。通路３１の有効断面積は、開口４１に対応するインサート８０の中断部分
で最大である。このような方法により通路３１の有効断面積を変化せしめることにより、
移動空気に貯えられている運動エネルギを、空気が回転ファンを去るときの渦の減少のた
めに、熱を引き起こす乱流ではなくて静圧に一層完全に変換せしめることができる。
【００２７】
　上述した説明から、上述した構成の利点は容易に明らかであろう。すなわち、インサー
ト８０は空気をファンサブアセンブリ１２内に進めるために一層効率の良い通路を提供す
るような構造とされている。より詳細には、インサート８０が取り付けられたときには、
ファン効率が増大させられ、したがって同じ空気流れを提供するのに少ないエネルギが必
要とされるだけである。更に、インサート８０は、既存する設計のファンサブアセンブリ
に容易に取り付け可能であるような構造とされており、単段式装置又は（上述した実施例
におけるような）多段式装置に用いることができる。したがって、上述した本発明はファ
ンアセンブリの分野において大きな改善を提供するものである。
【００２８】
　以上述べた説明から、本発明の目的は上述した構成により達成されることがわかったで
あろう。また、特許法にしたがって本発明の最良の形態の好適な実施例についてのみ詳細
に述べたけれども、本発明はこのような特定の実施例に又はこれにより限定されるもので
ないことを理解されよう。したがって、本発明の真の範囲を認識するためには、特許請求
の範囲の記載を参照すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
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【図１】本発明の概念にしたがって作ったファン／モータアセンブリの斜視図である。
【図２】本発明の概念にしたがって作ったファン／モータアセンブリの一部断面図である
。
【図３】本発明の概念にしたがって作ったエンドブラケット及びインサートの分解図であ
る。
【図４】エンドブラケットの平面図である。
【図５Ａ】インサートを取り付けているエンドブラケットの平面図である。
【図５Ｂ】インサートの平面図である。
【図６】インサートの下側を示す、インサートの斜視図である。
【図７】インサートを取り付けているエンドブラケットの斜視図である。

【図１】 【図２】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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